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前提条件
この統合を設定する前に、Cisco HyperFlexシステムと Cisco UCS Directorで前提条件タスクを完
了しておく必要があります。

Cisco HyperFlex システムの前提条件
Cisco UCSDirectorと統合する前に、Cisco HyperFlexシステムで以下の前提条件タスクを完了して
おく必要があります。

ドキュメントへのリンク前提条件

『Cisco HyperFlex HX-Series Install and Upgrade
Guides』

Cisco HyperFlex HXシリーズノードのインス
トール

『Cisco HyperFlex SystemsGetting Started Guide』CiscoHyperFlexシステムソフトウェアのインス
トールと設定

『Cisco HyperFlex SystemsGetting Started Guide』VMware vCenterでの Cisco HX Data Platformク
ラスタの作成
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Cisco UCS Directorの前提条件
Cisco HyperFlexシステムを統合する前に、Cisco UCSDirectorで以下の前提条件タスクを完了して
おく必要があります。

ドキュメントへのリンク前提条件

『Cisco UCS Director Installation Guides』Cisco UCS Directorのインストール

『Cisco UCS Director Installation Guides』（任意）CiscoUCSDirectorベアメタルエージェ
ントのインストール

『Cisco UCS Director Installation Guides』CiscoUCSDirectorのライセンスのインストール

『Cisco UCS Director Administration Guide』必要なグループおよびユーザの作成

HyperFlex ポッドの設定
CiscoUCSDirectorにログインすると、[コンバージド（Converged）]画面が表示されます。この画
面には、環境に現在設定されているポッドが表示されます。この画面で、新しいポッドを追加し

たり、既存のポッドを選択してポッド内のリソースの詳細を表示したりできます。

ポッドは手動で作成することもできますし、ガイド付きセットアップウィザードを使用して作成

することもできます。

[HyperFlex ポッド設定（HyperFlex Pod Configuration）] ウィザードによりすべてのサーバを追加

[HyperFlexポッド設定（HyperFlex Pod Configuration）]ウィザードの指示に従って、Cisco UCS
Directorで Cisco HyperFlexシステム用のポッドを作成します。すべてのサーバが自動的に Cisco
UCS Managerアカウントに追加されます。このウィザードを使用する場合、特定のサーバだけを
ポッドに追加するオプションはありません。ガイド付きセットアップウィザードによるHyperFlex
ポッドの設定については、次を参照してください。 Cisco UCS Directorでの HyperFlexポッドの作
成, （3ページ）

選択したサーバまたはすべてのサーバを手動セットアップにより追加

手動セットアップでは、購入した物理サーバライセンスの数に基づいて、選択したサーバまたは

すべてのサーバを Cisco UCS Managerアカウントに追加できます。HyperFlexポッドの手動設定に
ついては、次を参照してください。 Cisco UCS Directorでの HyperFlexポッドの手動設定, （5
ページ）

ポッドの設定を完了すると、Cisco HyperFlexシステムでデータストアの管理やVMのプロビジョ
ニングを行えるようになります。
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Cisco UCS Directorでの HyperFlex ポッドの作成
はじめる前に

前提条件, （1ページ）に記載されているすべての前提条件タスクを完了する必要があります。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ガイド付きセットアップ（Guided Setup）]の順に選択します。
ステップ 2 [HyperFlexポッドのセットアップ（HyperFlex Pod Setup）]をダブルクリックしてウィザードを起動しま

す。

CiscoUCSDirectorを開くと [ガイド付きセットアップ（GuidedSetup）]画面が表示される場合は、[HyperFlex
ポッド設定（HyperFlexPodConfiguration）]ウィザードのチェックボックスをオンにして、[送信（Submit）]
を 2回クリックします。この場合、ステップ 4に進むことができます。

ステップ 3 [概要（Overview）]画面で、表示された内容を確認してから [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 4 [ポッド（Pod）]画面で、次のいずれかの操作を実行してから [次へ（Next）]をクリックします。

• [ポッド（Pod）]ドロップダウンリストから既存の HyperFlexポッドを選択します。

• [PODフォームの追加（AddPODForm）]をクリックしてフィールドに入力し、新しいHyperFlexポッ
ドを作成して [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [VMware]画面で、次の操作を実行します。
a) [アカウント（Accounts）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択します。

•既存の VMwareクラウドアカウント

•新規 VMwareクラウドアカウントを作成する場合は、[選択（Select）]

b) [選択（Select）]を選択した場合は、[新規アカウントの作成（Create NewAccount）]領域のフィールド
に値を入力します。

新規アカウントを作成するには、次の情報が必要です。

•クラウドの名前

• vCenterまたはホストのアドレス

•クレデンシャルポリシー、または管理者権限あるいはルート権限が割り当てられている有効な
vCenterアカウントのユーザ IDとパスワード

• vCenterアドレスへのアクセスに使用されるポート

•アクセス URL

画面の残りのフィールドはオプションです。

c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [Cisco UCS Manager]画面で、次の手順を実行します。
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a) [アカウント（Accounts）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択します。

•既存の Cisco UCS Managerアカウント

• [選択（Select）]を選択して、新しい Cisco UCS Managerアカウントを作成

b) [選択（Select）]を選択した場合は、[新規アカウントの作成（Create NewAccount）]領域のフィールド
に値を入力します。

新規アカウントを作成するには、次の情報が必要です。

•アカウント名

•サーバアドレス

•クレデンシャルポリシー、または管理者権限付きの有効な Cisco UCS Managerアカウントのユー
ザ IDとパスワード

•転送タイプ

•このアドレスへのアクセスに使用されるポート

このプロセスでは、すべてのサーバが自動的にポッドに追加されます。ライセンスの数が

サーバの数よりも少ない場合は、エラーメッセージが表示されます。この問題を解決するに

は、ガイドセット付きセットアップウィザードをキャンセルし、代わりにHyperFlexポッド
を手動で設定します。Cisco UCS Directorでの HyperFlexポッドの手動設定, （5ページ）を
参照してください。

（注）

c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [Cisco HyperFlex]画面で、次の手順を実行します。
a) [アカウント（Accounts）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択します。

•既存の Cisco HyperFlexアカウント

• [選択（Select）]を選択して、新しい Cisco HyperFlexアカウントを作成

b) [選択（Select）]を選択した場合は、[新規アカウントの作成（Create NewAccount）]領域のフィールド
に値を入力します。

新規アカウントを作成するには、次の情報を入力します。

•アカウント名

•クラスタ管理 IPアドレス

•既存のクレデンシャルポリシーを使用する場合は、[クレデンシャルポリシーの使用（UseCredential
Policy）]チェックボックスをオンにして、ドロップダウンリストからクレデンシャルポリシーを
選択します。

•クレデンシャルポリシーを使用しない場合は、管理者権限付きの有効なCiscoHXData Platformア
カウントのユーザ IDとパスワードを入力します。

•同じ HyperFlexクレデンシャルを使用する HTTPSポートまたは SSHポート
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c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [要約（Summary）]画面で、ウィザードで設定した各項目のステータスを確認します。
ステップ 9 [要約（Summary）]のすべての項目が許容される場合は、[閉じる（Close）]をクリックします。設定を更

新するには、[戻る（Back）]をクリックします。

Cisco UCS Directorでの HyperFlex ポッドの手動設定
はじめる前に

前提条件, （1ページ）に記載されているすべての前提条件を満たす必要があります。

Cisco UCS Managerおよび VMwareに追加する基本ライセンスとサーバライセンスが使用可能で
あることを確認します。

ステップ 1 HyperFlexポッドを作成します（または既存のものを選択します）。Podの追加, （5ページ）を参照し
てください。

ポッドの [タイプ（Type）]を選択する際は、ドロップダウンリストから [HyperFlex]ポッドを選択しま
す。

ステップ 2 VMwareアカウントを追加します（または既存のものを選択します）。VMwareクラウドの作成, （7
ページ）を参照してください。

ステップ 3 Cisco UCSManagerアカウントを追加します（または既存のものを選択します）。Cisco UCSManagerアカ
ウントの追加, （11ページ）を参照してください。
[サーバ管理（ServerManagement）]を選択する際は、ドロップダウンリストから [選択したサーバ（Selected
Servers）]を選択し、特定のサーバを HyperFlexポッドに追加します。

ステップ 4 HyperFlexアカウントを追加します（または既存のものを選択します）。参照先：HyperFlexアカウントの
追加, （14ページ）

Pod の追加

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]ページで、[ポッド（Pods）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [Add Pod（ポッドの追加）]画面で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

Podの記述名です。[名前（Name）]フィールド

追加するポッドのタイプを選択します。次のタイプのいずれかに

なります。

• [FlexPod]

• [VersaStack]

• [汎用（Generic）]

• [ExpressPodミディアム（ExpressPod Medium）]

• [VSPEX]

• [ExpressPodスモール（ExpressPod Small）]

• [Vblock]

• [HyperFlex]

• [仮想 SANポッド（Virtual SAN Pod）]

汎用タイプ以外の Podには、特定の物理コンポーネントおよび仮
想コンポーネントにのみ対応しています。汎用ポッドには特定の

ポッドライセンスは必要ありません。また、汎用ポッドには、任

意のタイプの物理コンポーネントまたは仮想コンポーネントを追

加できます。Podの実行に必要な個々のデバイスライセンスを含
む、バンドルされたPodライセンス（FlexPod、Vblock、VSPEX）
の詳細については、『Cisco UCS Director Installation and Upgrade
Guides』を参照してください。

CiscoUCSDirectorでは、VersaStackポッドと汎用ポット
のみが IBMアカウントでサポートされます。

（注）

[タイプ（Type）]ドロップダウンリ
スト

Podを追加するサイトを選択します。環境にサイトがない場合は、
このステップを省略できます。

[サイト（Site）]ドロップダウンリス
ト

（任意）Podの説明です。[説明（Description）]フィールド

Podの物理ロケーションです。たとえば、このフィールドにはPod
の市区町村、またはその他の内部的な識別子を入力します。

[住所（Address）]フィールド
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説明名前

統合チェックビューにポッドを表示したくない場合は、オンにし

てポッドを非表示にします。Podからアカウントの追加または削
除は引き続き実行できます。

たとえば、このチェックボックスを使用して、物理要素や仮想要

素の存在しないポッドが統合ビューに表示されないようにするこ

とができます。

[PODを非表示（Hide Pod）]チェッ
クボックス

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

次の作業

Podにアカウントを 1つ以上追加します。

VMware クラウドの作成
VMwareクラウドの作成時に、次のいずれかの方法でデータセンターとクラスタを指定できます。

•クレデンシャルポリシーに含まれます。

• [VMwareデータセンター（VMwareDatacenter）]および [VMwareクラスタ（VMwareCluster）]
フィールド

• [Discoverデータセンター/クラスタ（Discover Datacenters / Clusters）]チェックボックス

クレデンシャルポリシー内のデータセンターや VMwareデータセンターおよび VMwareクラ
スタを選択できます。[クラウドの追加（Add Cloud）]画面やクレデンシャルポリシーフォー
ムでデータセンターを指定すると、エラーが発生します。

（注）

ステップ 1 [管理（Administration）] > [仮想アカウント（Virtual Accounts）]の順に選択します。
ステップ 2 [仮想アカウント（VirtualAccounts）]ページで、[仮想アカウント（VirtualAccounts）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [クラウドの追加（Add Cloud）]画面で、次の必須フィールドに入力します。
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説明名前

使用可能なクラウドタイプが表示されます。

[VMware]を選択します。

次のフィールドは、[VMware]を選択した
場合に表示されます。他のクラウドタイ

プでは、そのクラウドタイプに固有の

フィールドが表示されます。

（注）

[クラウドタイプ（Cloud Type）]ドロップダウンリ
スト

クラウドの名前。この名前に一重引用符を含めるこ

とはできません。

Cisco UCS Director内では各クラウドに固
有の名前を付ける必要があります。クラ

ウドの追加後は、すべてのレポートでこ

のクラウド名によって表されます。

（注）

[クラウド名（Cloud Name）]フィールド

vCenterサーバのアドレス。[サーバのアドレス（Server Address）]フィールド

手動で情報を入力する代わりに、このアカウントの

クレデンシャルポリシーを使用する場合は、この

チェックボックスをオンにします。

[クレデンシャルポリシーの使用（Use Credential
Policy）]チェックボックス

[クレデンシャルポリシーの使用（Use Credential
Policy）]をオンにした場合は、このドロップダウン
リストから使用するクレデンシャルポリシーを選

択します。

このフィールドが表示されるのは、クレデンシャル

ポリシーの使用を選択した場合のみです。

[クレデンシャルポリシーの使用（Use Credential
Policy）]ドロップダウンリスト

vCenterサーバのユーザ名。[サーバのユーザ ID（Server User ID）]フィールド

vCenterサーバのパスワード。[サーバのパスワード（Server Password）]フィール
ド

サーバポート番号。[サーバアクセスポート（ServerAccessPort）]フィー
ルド

サーバアクセス URL。[サーバアクセスURL（ServerAccessURL）]フィー
ルド

vCenterアカウントのデータセンター名。[VMwareデータセンター（VMware Datacenter）]
フィールド
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説明名前

VMwareデータセンターと関連するVMwareクラス
タを検出して使用するには、このチェックボック

スをオンにします。

[Discoverデータセンター/クラスタ（Discover
Datacenters / Clusters）]チェックボックス

vCenterアカウントの VMwareクラスタの名前。

この名前を使用して、指定されているポッドのリ

ソースを検出、監視、管理できます。vCenterアカ
ウント全体がCisco UCS Directorによって管理され
る場合は、このフィールドを空白にします。

[VMwareクラスタ（VMware Cluster）]フィールド

使用したい関連データセンターとクラスタをチェッ

クします。

このフィールドは、[Discoverデータセン
ター/クラスタ（Discover Datacenters /
Clusters）]チェックボックスをオンにし
た場合のみ表示されます。

（注）

[データセンター/クラスタの選択（SelectDatacenters
/ Clusters）]フィールド

アカウントの Site Recovery Manager（SRM）を有効
にするには、このチェックボックスをオンにしま

す。

[SRMを有効化します（EnableSRM）]チェックボッ
クス

プライマリ SRMサーバの IPアドレス。

このフィールドは、[SRMを有効化します
（Enable SRM）]チェックボックスをオ
ンにした場合のみ表示されます。

（注）

[プライマリSRMサーバアドレス（Primary SRM
Server Address）]フィールド

プライマリ SRMサーバのユーザ ID。

このフィールドは、[SRMを有効化します
（Enable SRM）]チェックボックスをオ
ンにした場合のみ表示されます。

（注）

[プライマリ SRMサーバのユーザ ID（Primary SRM
Server User ID）]フィールド

プライマリ SRMサーバのユーザのパスワード。

このフィールドは、[SRMを有効化します
（Enable SRM）]チェックボックスをオ
ンにした場合のみ表示されます。

（注）

[プライマリSRMサーバのパスワード（PrimarySRM
Server Password）]フィールド

プライマリ SRMサーバのポート番号。SRMバー
ジョン 6.0の場合は、ポート番号として「9086」と
入力します。

このフィールドは、[SRMを有効化します
（Enable SRM）]チェックボックスをオ
ンにした場合のみ表示されます。

（注）

[プライマリ SRMサーバアクセスポート（Primary
SRM Server Access Port）]フィールド
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説明名前

リモート SRMサーバのユーザ ID。

このフィールドは、[SRMを有効化します
（Enable SRM）]チェックボックスをオ
ンにした場合のみ表示されます。

（注）

[リモート SRMサーバユーザ ID（Remote SRM
Server User ID）]フィールド

リモート SRMサーバのユーザ IDのパスワード。

このフィールドは、[SRMを有効化します
（Enable SRM）]チェックボックスをオ
ンにした場合のみ表示されます。

（注）

[リモート SRMサーバパスワード（Remote SRM
Server Password）]フィールド

シングルサインオン（SSO）による認証を行うに
は、このチェックボックスをオンにします。

SSOオプションは、仮想SAN（VSAN）にのみ使用
可能です。SSOのクレデンシャルは、仮想 SANク
ラスタのストレージプロファイルを使用した VM
のプロビジョニングが必要です。

[SSOの使用（Use SSO）]チェックボックス

シングルサインオンサーバの IPアドレス。

このフィールドは、[SSOの使用（Use
SSO）]チェックボックスをオンにした場
合のみ表示されます。

（注）

[SSOサーバのアドレス（SSO Server Address）]
フィールド

SSOサーバのユーザ ID。

このフィールドは、[SSOの使用（Use
SSO）]チェックボックスをオンにした場
合のみ表示されます。

（注）

[SSOサーバのユーザ ID（SSO Server User ID）]
フィールド

SSOサーバのユーザ IDのパスワード。

このフィールドは、[SSOの使用（Use
SSO）]チェックボックスをオンにした場
合のみ表示されます。

（注）

[SSOサーバのパスワード（SSO Server Password）]
フィールド

SSOサーバアクセス用の URL。

このフィールドは、[SSOの使用（Use
SSO）]チェックボックスをオンにした場
合のみ表示されます。

（注）

[SSOサーバのアクセスURL（SSO Server Access
URL）]フィールド

ポート番号。vCenterバージョン5.xの場合は、ポー
ト番号として「7444」と入力します。

このフィールドは、[SSOの使用（Use
SSO）]チェックボックスをオンにした場
合のみ表示されます。

（注）

[SSOサーバのアクセスポート（SSO Server Access
Port）]フィールド
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説明名前

サーバアクセス用の URL。[サーバアクセスURL（ServerAccessURL）]フィー
ルド

クラウドの説明。[説明（Description）]フィールド

クラウドの連絡先の電子メールアドレス。[連絡先の電子メール（Contact Email）]フィールド

ロケーション。[ロケーション（Location）]フィールド

コンバージドインフラストラクチャポッドを選択

します。

ポッドの名前を選択すると、VMwareクラウドのア
カウントが、コンバージドインフラストラクチャ

スタックにて使用可能となります。

仮想SANポッドには、複数の仮想アカウ
ントを追加することはできません。

（注）

[POD]ドロップダウンリスト

サービスプロバイダーの名前。[サービスプロバイダー（Service Provider）]フィー
ルド

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

Cisco UCS Managerアカウントの追加

はじめる前に

Cisco UCS Managerアカウントが属する Podを追加します。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]をクリックします。
ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [アカウントの追加（Add Account）]画面で、次の操作を実行します。

a) [ポッド（Pod）]ドロップダウンリストから、このアカウントが属しているポッドを選択します。
b) [カテゴリタイプ（Category Type）]ドロップダウンリストから、[コンピューティング（Computing）]
を選択します。

c) [アカウントタイプ（Account Type）]ドロップダウンリストから、[UCSM]を選択します。
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d) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 5 [アカウントの追加（Add Account）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

アカウントに使用する認証タイプを選択します。次のいずれかに

なります。

• [ローカルで認証済み（Locally Authenticated）]：ローカルで
認証されたユーザアカウントとは、ファブリックインター

コネクトを介して直接認証されたユーザアカウントのことで

あり、管理者権限またはAAA（認証、認可、アカウンティン
グ）権限を持っていれば誰でも有効/無効にすることができま
す。

• [リモートで認証済み（RemotelyAuthenticated）]：リモートで
認証されたユーザアカウントとは、LDAP、RADIUS、
TACACS+のいずれかを介して認証されたユーザアカウント
のことです。

[認証タイプ（Authentication Type）]
ドロップダウンリスト

アカウントのサーバをどのように管理するか選択します。次のい

ずれかになります。

• [すべてのサーバを管理（AllServers）]：すべてのサーバが管
理されます。このオプションがデフォルトです。このオプ

ションを選択すると、管理の状態ですべてのサーバが追加さ

れます。

• [選択したサーバのみ管理（SelectedServers）]：選択したサー
バのみが管理されます。必要に応じて管理サーバリストか

らサーバの追加および削除ができます。このオプションを選

択すると、未管理の状態ですべてのサーバが追加されます。

[サーバ管理（Server Management）]
ドロップダウンリスト

アカウントに割り当てる一意の名前です。[アカウント名（Account Name）]
フィールド

Cisco UCS Managerの IPアドレスです。クラスタ設定では仮想 IP
アドレスになります。

[サーバのアドレス（ServerAddress）]
フィールド

手動で情報を入力する代わりに、このアカウントのクレデンシャ

ルポリシーを使用する場合は、このチェックボックスをオンにし

ます。

[クレデンシャルポリシーの使用
（Use Credential Policy）]チェック
ボックス
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説明名前

[クレデンシャルポリシーの使用（Use Credential Policy）]チェッ
クボックスをオンにした場合は、このドロップダウンリストから

使用するクレデンシャルポリシーを選択します。

このフィールドが表示されるのは、クレデンシャルポリシーの使

用を選択した場合のみです。

[クレデンシャルポリシー（Credential
Policy）]ドロップダウンリスト

アカウントが Cisco UCS Managerのアクセスに使用するユーザ名
です。このユーザ名は Cisco UCS Managerの有効なアカウントで
ある必要があります。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を選択した場

合には表示されません。

[ユーザ ID（User ID）]フィールド

ユーザ名に関連付けられたパスワードです。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を選択した場

合には表示されません。

[パスワード（Password）]フィール
ド

リモートで認証するアカウントの認証ドメインです。

このフィールドは、認証されたアカウントをローカルで使用して

いる場合、または、クレデンシャルポリシーの使用を選択した場

合は表示されません。

[UCS認証ドメイン（UCS
Authentication Domain）]フィールド

アカウントで使用する通信タイプを選択します。次のいずれかに

なります。

• http

• https

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を選択した場

合には表示されません。

[通信タイプ（Transport Type）]ド
ロップダウンリスト

Cisco UCS Managerのアクセスに使用するポートです。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を選択した場

合には表示されません。

[ポート（Port）]フィールド

（任意）アカウントの説明です。[説明（Description）]フィールド

管理者またはアカウント責任者の連絡先に使用できる電子メール

アドレスです。

[連絡先の電子メール（Contact
Email）]フィールド

アカウントのロケーションです。[ロケーション（Location）]フィール
ド
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説明名前

（任意）該当する場合は、アカウントに関連付けられるサービス

プロバイダー名です。

[サービスプロバイダー（Service
Provider）]フィールド

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

Cisco UCS Directorによって、Cisco UCS Managerへの接続がテストされます。テストが成功する
場合は Cisco UCS Managerアカウントを追加して、Cisco UCS Managerにあるアカウントに関連す
るすべてのインフラストラクチャ要素（シャーシ、サーバ、ファブリックインターコネクト、

サービスプロファイル、プールなど）を検出します。この検出処理およびインベントリ収集サイ

クルの完了には、およそ 5分かかります。

[管理（Administration）] > [システム（System）] > [システムタスク（System Tasks）]タブで設定
されるポーリング間隔は、インベントリ収集の頻度を指定します。

HyperFlex アカウントの追加

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]ページで、[物理アカウント（Physical Accounts）]をクリックしま

す。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [アカウントの追加（Add Account）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

物理アカウントが属するHyperFlexポッドを選択し
ます。

[ポッド（POD）]ドロップダウンリスト

[ストレージ（Storage）]を選択します。[カテゴリ（Category）]ドロップダウンリスト

[HyperFlex]を選択します。[アカウントタイプ（Account Type）]ドロップダウ
ンリスト

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [アカウントの追加（Add Account）]画面で、次のフィールドに入力します。
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説明[名前（Name）]

追加したい物理アカウントに割り当てる固有の名前[アカウント名（Account Name）]フィールド

アカウントの説明。[説明（Description）]フィールド

HyperFlexクラスタ管理 IPアドレス。[クラスタ管理 IPアドレス（Cluster Management IP
Address）]フィールド

手動で情報を入力する代わりに、このアカウントの

クレデンシャルポリシーを使用する場合は、この

ボックスをオンにします。

[クレデンシャルポリシーの使用（Use Credential
Policy）]チェックボックス

[クレデンシャルポリシーの使用（Use Credential
Policy）]をオンにした場合は、このドロップダウン
リストから使用するクレデンシャルポリシーを選

択します。

このフィールドが表示されるのは、クレデンシャル

ポリシーの使用を選択した場合のみです。

[クレデンシャルポリシー（Credential Policy）]ド
ロップダウンリスト

このアカウントにアクセスするためのユーザ名。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使

用を選択した場合には表示されません。

[ユーザ名（Username）]フィールド

ユーザ名に関連付けられたパスワードです。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使

用を選択した場合には表示されません。

[パスワード（Password）]フィールド

アカウントで使用するサーバポート番号を入力し

ます。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使

用を選択した場合には表示されません。

[HTTPSポート（HTTPS Port）]フィールド

CLIコマンドを実行する SSHポート番号を入力し
ます。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使

用を選択した場合には表示されません。

[SSHポート（SSH Port）]フィールド

アカウントの連絡先の電子メールアドレス。[連絡先（Contact）]フィールド

ロケーション。[ロケーション（Location）]フィールド
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ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

Cisco UCSDirectorによってCisco HyperFlexとの接続がテストされます。テストに成功すると、ア
カウントが追加され、そのアカウントに関連するすべてのインフラストラクチャ要素が検出され

ます。この検出処理およびインベントリ収集サイクルの完了には、およそ 5分かかります。

[管理（Administration）] > [システム（System）] > [システムタスク（System Tasks）]タブで設定
されるポーリング間隔は、インベントリ収集の頻度を指定します。
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